
 

 
蟹江町歴史民俗資料館 おうちミュージアム 

第 10回 校歌について（答えと解説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のおうちミュージアムは、蟹江町の小学校の校歌についてとりあげます。 
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① この校歌はどこの学校の校歌？ 

つぎの歌詞
か し

は、サトウハチローという有名な作詞家が作った、蟹江町内の

学校の校歌の１番の歌詞です。 
 

        作詞：サトウハチロー 作曲：山田   ②     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ①    に入る学校名はどこかな？ 

A 蟹江小  B 舟入小  C 須西小  D 新蟹江小  E 学戸小   

  答え：A・B・C・D・E 全部です。 

 

○実は、蟹江町の小学校の校歌は、町内にある５つの小学校すべて同

じなのです！ 

この校歌は、今から約７０年前に作られたものですが、とてもいい

曲なので、全小学校で使われることになりました。最後の学校名のと

ころを変えて、それぞれの学校で歌われています。 

 

② この校歌を作曲したのはだれ？ 
   上の校歌は、曲についても、とても有名な作曲家が行っています。 

   ②   に入る名前は次のうちどれでしょう。 

A たろう  B こうさく  C ほうさく 

   答え：Bこうさく（耕筰）です。 

 
○ちなみに、蟹江中学校校歌も山田耕筰の作曲です。 

 すずめはやねから  からすは木から 

 まいあさかばんを  ながめてる 

 はるにはつばめが  あきにはもずが 

 ぼうしのきしょうを  のぞいてる 

 ことりよおききよ   おしえてあげよ 

 あかるい学校         ①   学校 
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③ この校歌と同じ作曲家が作った曲は？ 
 紹介した校歌の作曲家の山田さんは、みんながよく知っている曲をたくさ

ん作っています。それは、次のうちどれでしょう。 

 

A ちいさい秋みつけた  B 里の秋  C 赤とんぼ  

ヒント：9月中、午後 6時になると蟹江町内に流れていた曲です。 

答え：C赤とんぼ です。 

 

○このほか、山田耕筰
こうさく

が作った曲は、七夕
たなばた

、砂山、ペチカ、待
ま

ちぼうけ 

などがあります。砂山は 11月、ペチカは 12月の間、午後 5時になると 

町内の無線
む せ ん

で流れる曲です。 

 

④ この校歌と同じ作詩家が作った歌は？ 

 紹介
しょうかい

した校歌の作詩家サトウハチローは、みんながよく知っている歌をい

くつも作っています。それは、次のうちどれでしょう。 

 

A ちいさい秋みつけた  B 里の秋  C 赤とんぼ  

ヒント：③とはちがう曲です。 

答え：A小さい秋みつけた です。 

 

○このほか、サトウハチローが作った歌は、かわいいかくれんぼ、 

うれしいひなまつりなどがあります。また、小説もたくさん書きました。 

ちなみに、里の秋は、10月の間、５時になると町内の無線で流れる曲です。 

 

 

 

 

＜解説＞蟹江町内の小中学校校歌について 
 

今から約７０年前の、昭和 27 年（1952）に蟹江町教育委員会が

でき、小中学校の校歌を作ろうということになりました。そこで、山

田耕筰氏に曲をおねがいしたところ、山田氏から「作りましょう」と

いう返事とともに、小学校歌の作詞については「サトウハチローで」

という提案がありました。 
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こうして、サトウハチロー作詞、山田耕筰作曲の小学校の校歌が

できあがりました。表紙の写真は山田耕筰が書いた小学校の校歌の

楽譜です。また、同時に白鳥
しらとり

省吾
しょうご

作詞、山田耕筰作曲の蟹江中学校

の校歌も作られました。 

特に小学校の校歌は、山田耕筰自身も大満足のできあがりだった

ようで、「私のねらいどおりとてもいい曲になりました」「蟹江の子供

らも喜んで唄ってくれると信じます」と書いた手紙を出しています。

昭和 28 年（1953）11 月には、山田氏に蟹江小学校に来てもらっ

て、発表会が行われました。こうしてできた校歌は、蟹江町内の全小

学校で今でも歌われています。 

昭和 55年（1980）に開校した蟹江北中学校については、開校後

に藤田定汪作詞、江口浩司作曲で校歌が作られました。藤田定汪は

当時の蟹江町長、藤田貞男氏のペンネームです。 

 

 

山田耕筰氏を招いての校歌発表会（上の写真は中央、下は右に立つのが山田氏） 


